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1)研究邑的

青森市における小売商業の変容
一小売j吉の郊外への立婚を中心に…

チェーン宕イヒが顕著になり、そ

心となった。さらに平成3 ド

変fとしているむそこ

分析を通して、

は地[R引に人口・庖舗の増減を明らかにし、

における小売商業の変容を考察することを自的とする

2)普森市における小売商業の現況

今井修

ミが中

きく

と郊外地豆の

G年には 4，023であり、昭和前年比 9.6%減と減少鎮向にある(表 1)。

却では個人高宮の減少が著しし凡従業員現模別高居数をみると、 1 ~ 2人競織の高庖の減少が著し

い。平成8年の商府教の大騒な減少は、パフワレ崩壊後の不景気と流通再編が既響を与えているもの

と思われる。

表 1 青森市の鞠脂数の変化 (...は減少)
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日 青森市の地区別小売商業

1)人口の分布と動態

人口分布をみると、

る地域では少ない(国 2) 

にあたる住宅地で多く、市南部の農業的土地科車が卓越してい

をみると、 人口増加が著ししL この慨向の謀冒と

しては、大団地の建設とともに昭和60年代の Fで7 による交通網の整備もあ
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れよう C 一方、新聞I地区を中心とするfB市街地の人口は誠少しているむこのF原因として、

駅を中心とする都心への商業・業務機能の集積とそれに持う職住合離の進行、地価の高騰、市f持地

在民の郊外への移住矧向が強まったことな えられる。

2)$"舗の分布と増減

は中心高居箭区を中心として周辺ほど減少している(図 3)苫舗数の増減をみると、

拐、 i兵館の!苫錦増辻人口増t!:対応している O 集)11、荒J11、細議、高田の4地区は増減なしで

ある。また大幅な減少辻!日市街地に多くみられる O 新町、栄町地区では、食料品開孫の高宮の減少

しし」全体的会傾向として人口減と脂舗減の地区は誌ぼ対!之、しているといえる O

平互支32家-6年IJ)増量産調事j一%以下
一10%---5%

号令

以上

....--...::::.--… 4∞癌以上

" ----之ミ匂 4∞
げ---ご、主…2∞
II(~ご、今ト 100
\\I[~刊すか 50 

平成6ま喜鵠数

踊
」 ー

3・6年

記 3 地区男IJJ高舗分子主・増滅菌

田 中心、商高街区の分析

1)中心高富街区の小売業の現況

より作成

来筒井は続計なし

中心髄吉街区の小売業i之、商宿数では全市に占めるシェアをやや伸ばしているものの、

額と売場閉緩において辻シェアが低下している(表2) 0 これは大活法規制緩和に伴う郊外への大

て、青森市におめる中心高官接;ほの商業的求心力が減退しているためとい

える。

19 



表2 中心商庄笛誌の全市に占める小売業のシェアの変選
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シェア{全市に占めるシェア)の単柱はパー令ント

2)歩行者通行量の分析

国4をみるとほとんどの蕗窃街で歩行者通行量が減少しており、

といえよう O しかし新町通り成田本自前ではわずかながら

業機誌の強化によっては自復の余地があると推測される O

しており、
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W 郊外地区における小売開の

1)東バイパス沿線
O 

a -1982年

ち…1988年

c -1996年

意義工芸賞 獲バイパス詰

ン

.'J¥蹄
問自動車鵬麟 間

~tj'./I) ンスタンド日畑

図飲食庖 悶吋の施設

回事務所雑踏ピル 「住宅地図|をもと

留5 東バイパス{造道地藍}治線における土地利罵の変化
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ノすイノくス 5年後(図 5 a) には農業的土地平IJ患が多く、小売庖は;まとんどみられないむ最

も多い土地利用は、事務所・雑腎ピルであるむ

1988年(国 5--b)になると農業的土地利用が減少し、小売屈の立地が巨立つようにな

った5 さまざまな業種の大到底の立地で、沿線の高業機能が強化されてきた時期といえる。

1996年(図5-C)に辻第 J 種大型小売宕舗のジョイフルシティみなみが立地している C 中心高

らの移転であり、モータワゼーションの進展、購買操式の変化に対応L

るであろうむ東バイパス開通から約を経て、飲食容を

とし 3え

る総合的

きたこととして発展しているc ジョイブルシティみなみという

により、東バイパス沿線の商業機能はこれからも強化されていくものと推測される

2)西バイパス沿線

バイパス開通から10年後の1982年(図6--a)には農業的土地利用と自

している c 自動車関連産業の立地が進んだのは、平盟で間口の広い敷地の確保が容易であった唱

とが京国であろう c またすでに 3屈の第二種大規模小売自舗が出告している。

1988年になるとパチンコ応が立地している(図6-b) パチンコ宿が相次いで出告したのは、

スペースチ十分にとれる広い敷地があったこととパチンコ産業が集積型の産業であるという 2

つの地用によるものであろう D 小売自の新たな出庖はほとんどみられなし~

1996年(図6-討をみると青轟酉郵便馬が立地し、飲食賠の出屈が進んだ。小売商は1982年か

らほとんど変化がみられず、 限られていることが分かる O 西バイパスの土地利男は、

飲食が大部分を占めており、特定の業種に特化しているといえる。自

3)消費者の購買動向

8年度消費購買動向による蕗盤調査報告書によると、青森市民で郊外の癌を週 l回以上利用

する人は25.9%と高い割合を示している G このように郊外型大型高を利用する人が多い罪、関を①

モータリゼーションへの対車、争消費者ニーズへの対応、、の 2つの視点から考察していく

タリゼーションへの対志

中心商屈衝に対する も多いの る。

ケ所、合計 3，085台収容の駐車場がある c 一方東バイパスを簡にとると、ジョイフルシティみなみ

単独で15∞台収容の駐車場を備えている。モータリゼーションの進展やワンストップショッピング

機能を求める消費者の宏、向により多く対応しているのが郊外型大型屈ということがいえる G

また中心高官街区は道輔が狭いうえに駐停車が多く渋滞する傾向にある Q 交通面での悪条件が郊

かけているものと予想される。

ーズへの対応
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現在中心商吉街が郊外型大聖留に対し、髄棒、品質そして品物の豊富さにおいて、もはや明確な

してはいないといえる G むしろ近年は品費を落とさず価格を液壊したダイスカウント

ストアが成長し、郊外型大型屈が{憂勢である O

また東パ千パスのように 出庖することで¥ として

をヲiきつける要Eとなっていると推灘される O

V 大目法改正に伴う 出

平成3

ぜングセンターの出告が相次い

その結果、

を背景として、ータリゼ

占めるシェア辻平成8年3月に54.7%にま

を東北地方の他の主要都市と比較するとに占める

に次いで低い面積シェアになっている

いくものと誰謝される O

3) 0 このことから も大型患の出宕動向は加速して

表3 大型践の出j高状況の他都市との比較 平成7年9丹
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より

以上青森市における小売商業について考察した。結果は次のとおりに要約される。

①青森市の高岳数は減少傾向ιあ与、小規摸窟舗の減少が著しし

@人口は18市街地で減少したが、市南東部で特に著しい増加がみられる。 Ji5舗もおおよそ人口動態

と一致しているむ

③中心高f主箭の小売業のシェアは年々低下しており、商業的求心力の減退が明らかとなった。

イパスは総合的な蕗業集積地に発展しつつあるが、茜パ千パスは特定の業種に特化してお札

A
斗
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両バイパス られた。

は、モータリゼ…ションと

られるつ

一一ズへの対f，与が郊外型大型屈で進んでい

るためと

により郊外型ショッピングセンターは急増しており、

想、される。
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しま

の方々

るにあたり、)

また資料収集の際

し、末筆ながら深く
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